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６ 保護者や地域・関係機関との連携
防災教育・防災管理を進めていく上で、保護者の理解や協力、そして連携を図ることは必要

不可欠なことである。また、同様に地域や関係機関との連携も図らなければ、学校独自の取組

で終わってしまう。

そこで、保護者と連携を図る上で実施してきた取組、また、本校の実践的な防災教育を推進

する目的で地域・関係機関等と設置した実践委員会での実施内容を紹介する。

（１）保護者との連携

① ＰＴＡ防災講習会

教職員が研修で実施した「ＲＳＫ式防災カルテ問診表」を保護者にも実施し、災害発生か

ら７２時間を想定して、時間経過に伴う行動や対応また手段や必要な機材・物品等を挙げて

いき、我が子そして家族が被災した感覚で問診表に記入していった。我が子の課題とともに、

家庭での課題も挙がり、防災を考える「はじめの一歩」の機会となった。

※詳しくは「６関係資料１」を参照

② ＰＴＡ役員会への参加

防災に関して保護者と連携を図るため、防災担当教職員がＰＴＡ役員会に定期的に参加し

た。最初の参加時に、岩手県への先進地視察の結果を報告し、今後、防災の取組を進める中

で、保護者との連携は必要不可欠であることを伝えた。

２回目以降、保護者との連絡方法を確立するための手段の相談、家庭準備の学校備蓄への

協力要請などを行っていった。また、中津市で登録している「災害時要援護者」の説明や手

続き等も伝えた。

ＰＴＡの役員からＰＴＡ会員へと、つながりをもちながら防災を広めていき、保護者に中

にも防災意識が芽生えていった。

③ メール送信システムの導入

災害時の緊急連絡等に活用するため導入した。システム導入の必要性・利用料・使用する

場合（状況）・登録方法を保護者へ示し手続きを進めた。

④ 家庭準備の学校備蓄

災害時に学校待機となった場合、一般的な備蓄食料では対応が難しい児童生徒に対して、

それぞれの実態に応じた食事や必要物品を備える必要があった。そこで、保護者に協力を依

頼し、食料・食器類・着替え・水を準備してもらい、学校備蓄を整えていった。

また、服薬をしている場合や、医療を必要とする場合等、個別で対応できるように相談し

【ＲＳＫ式防災問診表】



- 47 -

ながら整備していった。

準備物・更新手続き・保管場所・保管ルール等を示し、整備を進めた。持ち帰りの前には、

非常食体験を行い、持参の食料が児童生徒にとって合っているのかを確認し、その結果を保

護者に伝えることで、さらに連携を図っていった。

⑤ 災害時要援護者

中津市社会福祉課と連携を図り、「中津市災害時要援護者避難支援計画」をもとに、登録

手続きを本校保護者向けに示し、提示した。

【災害時要援護者の手続】
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⑥ ホームページ

本校ホームページのトップページに「防災教育モデル事業」のバナーを設け、取組を紹介

することで外部に発信していった。 ＵＲＬ http://shien.oita-ed.jp/nakatsu/

⑦ 防災だより

学校での防災の取組を少しでも多くの保護者に知らせるため、ホームページと同時に防災

だよりを発行した。

※詳しくは「６関係資料６」を参照

⑧ 授業参観

防災講習会、避難所生活体験、避難訓練等の取組の際、保護者に授業参観の呼びかけを行

った。また、公開研究発表会では、参観とともに学校スタッフとして協力を得ることができ

た。



２－（１）　ＲＳＫ式防災問診表 
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